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業績予想の修正に関するお知らせ
 

平成 19 年３月期中間期（平成 18 年４月 1 日～平成 18 年９月 30 日）の業績予想につ

きまして、平成 18 年５月 15 日付当社「平成 18 年３月期決算短信（連結）」及び同日付

当社「平成 18 年３月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしました業績予想を下記のと

おり修正いたします。  

 

記  

 

１．平 成 19年 ３月 期 中 間 期 連 結 業 績 予 想 数 値 の修 正（平成18年４月 1日～平成18年９月 30日） 
（ 単 位 ： 百 万 円 、 ％ ）  

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 9,250 430 210

今 回 修 正 予 想 ( B ) 9,500 560 270

増 減 額 ( B - A ) 250 130 60

増 減 率 2.7％ 30.2％  28.6％

（ご参考）  

前期実績(17年４月～ 17年９月 ) 
－  －  －  

注）前期中間期は連結対象となる関係会社がなかったため、連結決算をしておりません。 

 

２．平 成 19年 ３月 期 中 間 期 個 別 業 績 予 想 数 値 の修 正（平成18年４月 1日～平成18年９月 30日） 
（ 単 位 ： 百 万 円 、 ％ ）  

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 9,000 430 210

今 回 修 正 予 想 ( B ) 9,250 560 270

増 減 額 ( B - A ) 250 130 60

増 減 率 2.8％ 30.2％  28.6％

（ご参考）  

前期実績(17年４月～ 17年９月 ) 
6,598 214 111
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３． 修 正 の理 由  

(1)売上高  

半導体・FPD(フラット・パネル・ディスプレイ)関連の受注が前期に引き続き好

調に推移したこと、一部の工場において技術職社員の能力向上による請求単価の改

善ができたこと、および顧客半導体・FPD メーカーの生産量増加により増員や、残

業・休日出勤が増加したことなどにより、当中間期個別売上高につきましては前回

発表予想比 250 百万円増（増加率：2.8％）の 9,250 百万円、連結売上高につきま

しては前回発表予想比 250 百万円増（増加率：2.7％）の 9,500 百万円になる見通

しとなりました。 

 

(2)経常利益  

売上総利益が期初計画を上回り、販売費及び一般管理費は期初計画どおりに推移

する見通しのため、経常利益は期初計画を上回る見通しとなりました。アウトソー

シング事業における高付加価値業務へのシフト、前期に外注していた請負ラインの

内製化によるコスト削減、および継続的な人員配置の見直しによる空き社宅の削減

等、原価改善活動が功を奏し、売上総利益率は 19.2％（期初計画 18.3％）を達成

する見込みであり、売上総利益は当初計画を上回る見通しであります。 

一方、募集費は当第 1 四半期においては期初計画を下回る見込みであります。こ

れは沖縄テレビ放送とのタイアップイベント・キャンペーン等により、地方におけ

る中途採用活動が好調に推移し、期初計画以上の人員が確保でき、また 6 月に資

本・業務提携を行った株式会社ゼクウのノウハウを活用し、インターネットによる

募集活動の改善に注力した結果、採用活動の生産性が向上したためであります。第

2 四半期におきましては採用活動に追加投資することで、より多くの人員を確保し

ていく予定であり、販売費および一般管理費につきましては、ほぼ期初計画通り推

移する予定であります。この結果、当中間期経常利益につきましては個別・連結と

も前回発表予想比 130 百万円増（増加率：30.2％）の 560 百万円となる見通しとな

りました。  

 

(3)当中間期純利益 

上述の理由により、当中間期純利益につきましては個別・連結とも前回発表予想

比 60 百万円増（増加率：28.6%）の 270 百万円になる見通しとなりました。  

 
なお、平成 19 年 3 月期通期の業績予想につきましては、個別・連結ともに不確定要素

が多いことから、現時点では変更いたしません。 

 

 

(注 )当資料に記載する業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき、独自の判
断により作成しておりますが、実際の業績は今後さまざまな要因により予想数値と
異なる場合があり、実現を保証するものではありません。 

 

以上  


